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果検定の結果，Ｏペレット予期がＬＳ条件よりもＳＬ
条件においてすぐれたことが示された（Ｆ(1,102)＝
4.98,ｐ＜03)．法則構造の単純主効果はｌペレット走
行に関するものであり（Ｆ(1,102)＝612,ｐ＜０２)，Ｏ
ペレット予期と関連するものではなかった．
Figuresは第１段階の最終４日間と第２段階にお
ける各群の走行速度を２日ブロックで示している．法
則構造(2)×IRI移行方向(2)×項目(6)×段階(2)×日
(4)の分散分析を行った．Ｏペレット予期の劣化に関
して，法則構造やIRI移行方向と段階の間の交互作用
は有意な水準に達しなかった．しかし，Ｏペレットに
対する段階間の走行速度差を０ペレット予期の劣化率
のデータとして用いて，法則構造(2)×IRI移行方向
(2)の分散分析を行ったところ，法則構造×IRI移行
方向の交互作用が有意であった（Ｆ(1,17)＝７９１，ｐ＜
02)．ＩＲＩ移行方向の単純主効果は弱単調系列では有
意ではなく（Ｆ＜l)，強単調系列において有意であっ
た（Ｆ(1,17)＝19.73,ｐ＜０１)．また，IRI短縮条件で
は法則構造の効果は認められなかったが（Ｆ＜l)，
IRI延長にともなうＯペレット予期の劣化が弱単調系
列よりも強単調系列において有意に大きいことが示さ
て記憶負荷を低減すると仮定する．しかし，構造が単
調でない場合には，法則学習による記憶負荷の低減が
困難であるので，項目連合学習が行われると仮定され
た（Hulse,1980；FountainetaL,1985)．このように，
記憶負荷仮説は系列の法則構造の複雑性によっても学
習過程が異なることを予測する．したがって，法則構
造の複雑性に関してIRI延長の分化的作用が確認され
れば，記憶負荷仮説による説明の妥当性がさらに実証
されることになる．
そこで実験３ではIRI移行における法則構造の複雑
性の効果を検証するため，l8-l2-6-3-l-O強単調系列
とl8-7-7-7-l-O弱単調系列のIRI移行を吟味する．
記憶負荷仮説が予測するように’8-12-6-3-1-0単調系
列では法則学習，］8-7-7-7-1-0弱単調系列では項目
連合学習が優勢になるならば，前述のように法則情報
は長いIRI下では利用できないので，ＩＲＩ延長にとも
なうＯペレット予期の劣化は弱単調系列よりも強単調
系列において大きくなると予測される．また，長い
IRIのもとでは項目連合学習が促されると予測され，
前述のように項目間連合はIRIにかかわらず利用可能
であるので，IRI短縮によるＯペレット予期の劣化は
両系列ともに小さいと予測される．
方法
被験体実験経験のない約120日齢のSprague
Dawley系雄ラット２１匹を被験体として用いた．
装置実験１．２と同じ走路を用いた．
手続き本訓練に先だち，実験Ｉと同じ手続きによ
る予備訓練を１２日間行った．
１３日目から第１段階の訓練を２４日間行った．ラッ
トを無作為に４群に振り分けた（〃＝５，ＷＭ－ＬＳ群
のみ〃＝6)．強単調系列（Monotonic:Ｍ）と弱単調
系列（WeaklyMonotonic:ＷＭ）に関して，Ｍ－ＳＬ群
とＭ－ＬＳ群には’8-12-6-3-1-0系列，ＷＭ－ＳＬ群と
ＷＭ－ＬＳ群は’8-7-7-7-1-0系列を１日に１回与えた．
第１段階におけるＩＲＩは，ＳＬ（Short-Long）条件で
は２０秒，ＬＳ（Long-Short）条件では５－８分であっ
た．他の手続きは実験ｌと同じであった．
第１段階終了の翌日から第２段階の訓練を４日間行
った．ＳＬ条件のIRIを５－８分に延長し，ＬＳ条件の
ＩＲＩを２０秒に短縮した．他の手続きは第１段階と同
じであった．
結果
Figure4は第１段階における１８ペレットとＯペレ
ットに対する各群の走行速度を２日ブロックで示して
いる．法則構造(2)×IRI(2)×項目(6)×日ブロック
(12)の分散分析を行った結果，ＩＲＩ×項目（Ｆ(5,
85)＝2.59,ｐ＜０４）と法則構造×項目（Ｆ(5,85)＝
739,ｐ＜０１）の交互作用が有意であった．単純主効
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Ｆｉｇｕｒｅ４、ＲｕｎｎｉｎｇｓｐｅｅｄＭｏｒｅａｃｈｏ「the(ｂｕｒｇｒｏｕｐｓｔｏ
ｌ８ｐｅｌｌｅｔａｎｄＯｐｅｌｌｅｔｏfl8-l2-6-3-l-0series（Groups 
M-SLandM-LS）orl8-7-7-7-l-Oseries（GroupsWM-SL 
andWM-LS）overtwelveblocksoftwodaysinPhaselof 
Experiment3、InterｒｕｎｉｎｔｅｒｖａｌｗａｓＺＯｓｌｂｒｔｈｅＳＬｃｏｎｄｉ‐
tｉｏｎａｎｄ５－８ｍｉｎＩｂｒｔｈｅＬＳｃｏｎｄｉｔｉｏｎ． 
閂史へ
れた（Ｆ(Ｌｌ７)＝1197,ｐ＜０１)．
考察
実験３ではl8-l2-6-3-l-O強単調系列と’8-7-7-7-
1-0弱単調系列についてIRI移行の効果を吟味した．
その結果，ＩＲＩ短縮は両系列に対する遂行を劣化させ
ないが，ＩＲＩ延長によるＯペレット予期の劣化は弱単
調系列よりも強単調系列において大きいことが示され
た．
この結果は，IRI移行に対して法則構造の複雑性が
分化的に作用することを実証しており，ＩＲＩが長い場
合や系列が単調な構造をもたない場合には項目連合学
習が促され，単調系列を短いIRIのもとで提示した場
合に法則学習が行われると仮定する記憶負荷仮説の予
測を支持するものである．
全体的考察
本研究は，報酬量を項目としたラットの系列パタン
学習におけるＩＲＩ移行について，記憶負荷仮説の適用
可能性を検証した．実験］ではＣａｐａｌｄｉｅｔａＬ
(1986）が主張した特殊な反応方略に基づく遂行が不
可能な系列に関しても，系列の長さとＩＲＩ移行方向が
交互作用するという谷内（1997）の結果の一般性が確
認された．実験Ｚにおける５項目系列のIRI移行で
は，Ｏペレット予期の消失はIRI短縮ではなくＩＲＩ延
長にともなって生じるという記憶負荷仮説と一致する
結果（矢澤・藤田，1992）が再現された．また，系列
の法則構造の複雑』性の効果について検討した実験３で
は，ＩＲＩ延長にともなう遂行の劣化が強単調系列より
も弱単調系列において小さいという記憶負荷仮説の予
測を支持する結果が新たに示された．
ところで，ＩＲＩ延長によるＯペレット予期の劣化は
実験ｌの24-10-1-0系列では認められなかったが，実
験２の14-7-3-1-0系列では顕著であった．これらの
系列は長さという点ではほとんど差がない．また，４
項目系列と５項目系列の間に学習過程に関する臨界点
が存在するとも考えにくい．Hulse（1980）は項目連
合学習を促す要因の候補として，系列の短さの他に項
目間の弁別性の高さを挙げている．本研究では系列の
長さと項目間の弁別性の高さの要因は交絡しており，
24-10-1-0系列は’4-7-3-1-0系列よりも短いと同時
に項目間の弁別性も高くなっている．IRI延長に対し
て分化的に作用する系列特性が項目間の弁別性である
可能性についても検討する必要が残っている．
本研究の結果は，項目連合学習という単一の過程か
らは説明が困難である．記憶弁別理論によれば，本研
究で用いたすべての系列における０ペレットの信号は
直前のｌペレットの記憶であると考えられるが，この
信号に対して系列内のほかの信号から生じる刺激般化
の構造はIRI移行の前後で変化しない．このため，記
憶弁別理論はIRI移行の影響は各系列に対して等しい
と予測する．したがって，ＩＲＩ移行の影響が系列の長
さや法則構造の複雑性などによって異なることを示し
た本研究の結果を項目連合学習の枠組み内で説明する
ことはきわめて困難であるといえる．
また，これまでに２種の仮説がIRI移行事態に特定
的に提起されてきたが，これらの仮説も本研究の結果
を統一的に説明することは困難である．第一の仮説
は，ＩＲＩ移行による検索手がかりの変化を仮定し，検
索の失敗を強調するものである（Haggbloom＆
EkdahLl985)．この仮説によれば，ＩＲＩは習得訓練を
通じて系列学習を媒介する情報の検索手がかりとして
機能するようになる．ＩＲＩ移行はこの検索手がかりに
変化をもたらし，項目予期に必要な記憶の検索を妨げ
る．その結果，ＩＲＩ移行にともなってＯペレット予期
が劣化すると説明される．しかし，そのような検索手
がかりの変化はIRI短縮条件においても生じること
や，系列の長さや構造の複雑`性にかかわらないと考え
られる．したがって，ＩＲＩ短縮条件，または短い系列
や弱単調系列のIRI延長にともなうＯペレット予期の
劣化が小さいという本研究の結果は，検索の失敗を強
調する仮説とは矛盾するものであるといえる．
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第二の仮説は，ＩＲＩの延長による作業記憶内の干渉
の増大（Roitblat,Pologe,＆Scopatz,1983）や記憶痕
跡の衰退（矢澤・藤田，1992）などの保持の失敗を強
調するものである．これらの仮説では，ＩＲＩが長くな
ると作業記憶内の干渉や記憶痕跡の衰退が大きくなる
ために０ペレット予期が劣化すると説明する．矢澤・
藤田（1992）は，３０分という長いIRIのもとでは系
列の習得が遅くなることを見いだしており，本研究の
実験３においてもこれと類似する結果が示された．し
たがって，長いIRIのもとでは項目情報の保持が比較
的に困難になるとする仮説には一定の妥当性があると
いえる．しかし，項目情報の保持に関するＩＲＩ延長の
妨害効果は，系列の長さや構造の複雑性にかかわらな
いと考えられるため，本研究の結果を保持の失敗を強
調する仮説から統一的に説明することは困難である．
このように，本研究の結果は項目情報の保持や検索
の失敗などの過程に起因するものではなく，記憶負荷
仮説が仮定するように，系列について学習される１情報
内容の違いを反映するものであり，法則学習というラ
ットにおいては十分には実証されていない学習の可能
性を示唆する点においても重要であると思われる．
ラットの系列学習における広範な現象は項目連合学
習によって説明可能であるという主張がなされてき
た．このことは，法則学習が特殊な学習として位置づ
けられてきたことを示している．しかし，本研究でも
示されたように，IRI移行研究などの中には項目連合
学習からは説明困難な事実もある（谷内，1998)．報
酬系列学習における学習過程とその決定因の吟味を通
じて，ラットが事象系列を学習するための方略を能動
的に選択する可能性とその過程をさらに明らかにする
必要がある（石田，1998)．
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